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原
爆
症
認
定
訴
訟
に
関
す
る
質
問
主
意
書

政
府
は
、
こ
れ
ま
で
の
原
爆
症
認
定
却
下
処
分
取
消
訴
訟
に
お
い
て
、
二
十
六
回
も
敗
訴
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
勝
訴

は
わ
ず
か
二
回
に
過
ぎ
な
い
。
明
ら
か
に
政
府
の
主
張
は
、
破
綻
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
以
下
の
質
問
を
す
る
。

�

原
因
確
率
に
つ
い
て

厚
生
労
働
省
が
設
置
し
た
「
原
爆
症
認
定
在
り
方
検
討
会
」
の
第
二
回
検
討
会
（
二
〇
〇
七
年
十
月
四
日
）
に
お
い
て
、

齋
藤
紀
医
師
は
、
原
因
確
率
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
陳
述
し
て
い
る
。

「
す
べ
て
の
判
決
で
、
原
因
確
率
に
基
づ
く
認
定
審
査
を
是
正
す
る
よ
う
行
政
に
求
め
て
い
る
。
な
ぜ
、
そ
う
な
の
か
臨

床
医
と
し
て
考
え
た
い
。
原
因
確
率
と
は
疫
学
調
査
に
お
け
る
寄
与
リ
ス
ク
を
意
味
し
て
い
る
。
一
定
の
被
爆
者
集
団
に
百

人
の
が
ん
が
発
症
し
、
同
時
に
非
被
爆
者
集
団
に
九
十
人
の
が
ん
が
発
症
し
た
場
合
、
被
爆
者
集
団
の
過
剰
発
症
は
十
人
で

あ
り
、
集
団
の
寄
与
リ
ス
ク
は
一
〇
％
と
な
る
。
こ
れ
は
集
団
で
の
一
定
の
傾
向
性
を
示
す
も
の
で
あ
っ
て
、
被
爆
者
が
が

ん
を
発
症
し
た
場
合
に
は
、
そ
の
被
爆
者
に
と
っ
て
は
放
射
線
の
リ
ス
ク
を
受
け
た
結
果
で
あ
る
こ
と
以
外
の
な
に
も
の
で

も
な
い
は
ず
だ
。
し
か
し
、
認
定
審
査
で
は
、
集
団
の
寄
与
リ
ス
ク
を
被
爆
者
個
人
に
当
て
は
め
、
放
射
線
の
影
響
は
わ
ず

一



か
一
〇
％
の
確
率
で
し
か
な
い
か
ら
、
原
因
は
放
射
線
以
外
に
あ
り
、
放
射
線
起
因
性
は
否
定
で
き
る
と
し
て
認
定
却
下
を

し
て
い
る
。
Ｄ
Ｓ
八
六
の
初
期
放
射
線
を
被
曝
量
の
基
本
と
し
、
残
留
放
射
線
被
曝
を
軽
視
す
る
原
因
確
率
で
は
、
被
爆
者

の
実
相
を
十
分
把
握
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
」

（
�
）

政
府
は
、
齋
藤
紀
医
師
の
陳
述
を
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
た
の
か
、
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

（
�
）

政
府
は
、
二
〇
〇
八
年
四
月
か
ら
実
施
し
て
い
る
新
審
査
の
方
針
で
も
、
原
因
確
率
を
使
用
し
て
い
る
。
原
因
確

率
を
使
用
し
続
け
る
理
由
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

（
�
）

厚
生
労
働
省
が
設
置
し
た
「
原
爆
症
認
定
在
り
方
検
討
会
」
の
第
二
回
検
討
会
（
二
〇
〇
七
年
十
月
四
日
）
で
、

沢
田
昭
二
名
古
屋
大
学
名
誉
教
授
は
「
残
留
放
射
線
被
曝
と
内
部
被
曝
」
に
つ
い
て
、
「
放
影
研
の
寿
命
調
査
を
基

に
し
た
線
量
評
価
の
結
果
、
残
留
放
射
線
量
は
大
幅
に
増
加
す
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
残
留
放
射
線
は
遠
距
離
被
爆

者
や
入
市
被
爆
者
に
深
刻
な
影
響
を
与
え
て
い
る
し
、
内
部
被
曝
の
影
響
は
も
っ
と
深
刻
に
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
と
陳
述
さ
れ
た
。

丹
羽
太
貫
検
討
会
座
長
代
理
は
、
沢
田
教
授
の
陳
述
に
対
し
て
、
「
先
生
の
線
量
評
価
が
本
当
で
あ
れ
ば
、
こ
れ

は
今
の
防
護
体
系
は
ま
っ
た
く
成
り
立
た
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
」
と
発
言
さ
れ
て
い
る
。
丹
羽
氏
の

二



発
言
は
、
沢
田
教
授
の
陳
述
が
重
大
で
あ
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

政
府
は
、
沢
田
教
授
の
陳
述
を
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
た
の
か
、
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

（
�
）

厚
生
労
働
省
が
設
置
し
た
「
原
爆
症
認
定
在
り
方
検
討
会
」
の
第
二
回
検
討
会
（
二
〇
〇
七
年
十
月
四
日
）
で
、

沢
田
昭
二
名
古
屋
大
学
名
誉
教
授
は
「
残
留
放
射
線
被
曝
と
内
部
被
曝
」
に
つ
い
て
の
陳
述
に
お
い
て
、
放
射
線
防

護
の
一
番
基
礎
的
な
デ
ー
タ
で
あ
る
「
放
影
研
の
デ
ー
タ
を
、
残
留
放
射
線
の
影
響
を
き
ち
ん
と
と
ら
え
た
形
で
、

も
う
一
遍
き
ち
ん
と
と
ら
え
直
し
て
、
Ｉ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
な
ど
に
送
る
こ
と
は
す
ご
く
大
事
な
仕
事
で
は
な
い
か
」
と
述
べ

て
い
る
。

政
府
は
、
沢
田
教
授
の
指
摘
を
ど
の
よ
う
に
判
断
し
、
ま
た
今
後
、
ど
の
よ
う
な
行
動
に
移
す
の
か
明
ら
か
に
さ

れ
た
い
。

�

急
性
症
状
の
し
き
い
値
と
被
曝
実
態
に
つ
い
て

原
爆
症
認
定
集
団
訴
訟
大
阪
裁
判
で
、
原
告
は
急
性
症
状
の
し
き
い
値
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
主
張
し
た
。

「
一
審
被
告
ら
が
主
張
す
る
脱
毛
や
下
痢
の
し
き
い
値
線
量
は
、
放
射
線
取
扱
い
施
設
に
お
け
る
臨
界
事
故
や
原
子
力
発

電
所
事
故
な
ど
の
経
験
か
ら
得
ら
れ
た
い
わ
ゆ
る
「
急
性
放
射
線
症
候
群
」
に
お
い
て
理
解
さ
れ
て
い
る
し
き
い
値
線
量
と

三



み
ら
れ
る
が
、
こ
れ
ら
の
被
曝
態
様
は
、
短
時
間
の
高
エ
ネ
ル
ギ
ー
放
射
線
照
射
に
よ
る
と
み
ら
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、

原
爆
被
曝
は
、
数
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
わ
た
る
市
域
全
体
が
瞬
時
に
一
大
照
射
域
と
な
り
、
引
き
続
き
放
射
性
物
質
に
満
ち
た

一
大
線
源
域
と
な
り
、
個
々
の
被
爆
者
は
照
射
瞬
間
か
ら
持
続
的
に
短
・
長
半
減
期
の
放
射
性
同
位
元
素
に
と
ら
わ
れ
、
し

か
も
、
外
部
の
み
な
ら
ず
、
複
雑
な
内
部
被
曝
に
さ
ら
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
被
曝
実
態
が
異
な
る
の
で
あ
る
。
」

（
�
）

こ
れ
ま
で
の
裁
判
で
原
告
は
「
厚
労
省
が
主
張
す
る
急
性
症
状
の
し
き
い
値
線
量
は
、
臨
界
事
故
や
原
発
の
事
故

な
ど
の
経
験
か
ら
得
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
」
と
主
張
し
て
き
た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
の
政
府
の
所
見
を
明
ら
か
に
さ

れ
た
い
。

（
�
）

厚
生
労
働
省
が
設
置
し
た
「
原
爆
症
認
定
在
り
方
検
討
会
」
の
第
二
回
検
討
会
（
二
〇
〇
七
年
十
月
四
日
）
に
お

い
て
、
原
爆
被
爆
者
医
療
分
科
会
会
長
佐
々
木
康
人
氏
は
、
急
性
症
状
し
き
い
値
線
量
に
つ
い
て
、
「
Ｄ
Ｓ
八
六
に

よ
る
線
量
評
価
に
も
不
確
実
性
は
あ
る
と
思
う
が
、
被
爆
者
の
急
性
症
状
の
記
憶
の
不
確
実
性
よ
り
も
小
さ
い
。
Ｄ

Ｓ
八
六
の
推
定
線
量
で
〇
・
一
グ
レ
イ
以
下
の
低
線
量
で
あ
っ
た
被
爆
者
の
急
性
症
状
は
、
分
科
会
と
し
て
は
放
射

線
起
因
性
は
認
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
発
言
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
被
爆
者
に
対
し
て
残
酷
な
考
え
方
と
考
え

る
。
政
府
の
考
え
方
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

四



（
�
）

同
検
討
会
に
お
い
て
、
原
爆
被
爆
者
医
療
分
科
会
会
長
代
理
の
草
間
朋
子
氏
は
、
二
〇
〇
一
年
に
は
じ
め
て
認
定

審
査
の
基
準
を
定
め
る
た
め
に
文
献
調
査
を
行
い
、
欧
米
が
取
り
入
れ
て
い
た
原
因
確
率
を
参
考
に
し
て
導
入
し
た

こ
と
を
述
べ
て
お
ら
れ
る
。
ア
メ
リ
カ
で
は
一
九
八
四
年
に
、
「
退
役
軍
人
の
た
め
の
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
・
放
射
線
被

曝
補
償
法
」
が
制
定
さ
れ
て
、
日
本
の
い
わ
ゆ
る
入
市
被
爆
者
に
相
当
す
る
広
島
・
長
崎
駐
留
兵
士
へ
の
救
済
制
度

が
始
ま
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
良
い
先
例
を
知
り
な
が
ら
、
被
爆
国
日
本
が
制
定
し
た
認
定
審
査
の
方
針
で
は
、

入
市
被
爆
者
は
ま
っ
た
く
認
定
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
二
〇
〇
八
年
五
月
の
大
阪
高
裁
に
敗
訴
し
た
後
、
ア
メ
リ
カ

に
遅
れ
る
こ
と
二
十
数
年
後
に
し
て
、
は
じ
め
て
二
名
の
入
市
被
爆
者
が
認
定
さ
れ
た
。
二
名
と
も
勝
訴
確
定
の
前

年
に
死
去
し
て
い
た
。

政
府
は
、
原
爆
投
下
国
ア
メ
リ
カ
の
駐
留
兵
士
へ
の
救
済
制
度
と
、
投
下
さ
れ
た
被
爆
国
の
遅
れ
た
入
市
被
爆
者

の
認
定
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
と
ら
え
る
の
か
、
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

（
�
）

現
在
、
ア
メ
リ
カ
を
は
じ
め
欧
米
各
国
で
実
施
さ
れ
て
い
る
「
被
爆
者
救
済
制
度
」
の
内
容
を
、
国
名
、
実
施
年

月
日
、
法
律
名
、
制
度
名
、
被
爆
線
量
の
基
準
、
算
定
方
法
、
救
済
内
容
、
な
ど
具
体
的
に
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

（
�
）

厚
生
労
働
省
が
設
置
し
た
「
原
爆
症
認
定
在
り
方
検
討
会
」
の
第
五
回
検
討
会
（
二
〇
〇
七
年
十
一
月
二
十
八

五



日
）
で
、
座
長
代
理
の
丹
羽
太
貫
氏
は
、
「
被
曝
の
リ
ス
ク
評
価
は
経
験
則
の
積
み
重
ね
で
あ
り
、
科
学
的
な
不
確

か
な
部
分
を
い
か
に
小
さ
く
す
る
か
に
つ
い
て
、
過
去
五
十
年
間
放
影
研
は
研
究
を
し
て
き
た
と
思
う
が
、
難
し
い

問
題
で
あ
る
」
と
発
言
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
政
府
が
被
爆
者
の
救
済
よ
り
も
、
被
曝
の
科
学
的
な
確
実
さ
の
解
明

を
優
先
さ
せ
て
い
る
こ
と
の
現
れ
と
考
え
ら
れ
る
。
政
府
の
所
見
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

（
�
）

財
団
法
人
放
射
線
影
響
研
究
所
の
大
久
保
利
晃
理
事
長
は
、
放
影
研
の
成
果
に
つ
い
て
、
「
被
曝
の
晩
発
影
響
で

分
か
っ
て
い
る
の
は
、
ま
だ
五
％
程
度
か
も
し
れ
な
い
」
（
読
売
新
聞
二
〇
〇
六
・
八
・
六
）
と
し
て
い
る
。
そ
の

程
度
の
後
障
害
の
理
解
で
、
原
爆
被
爆
者
の
認
定
を
行
お
う
と
す
る
の
は
、
科
学
の
誤
用
に
当
た
る
と
考
え
ら
れ

る
。
政
府
の
見
解
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

�

大
阪
高
裁
が
引
用
し
た
科
学
文
献
に
つ
い
て

原
爆
症
認
定
集
団
訴
訟
大
阪
裁
判
で
は
、
「
低
線
量
放
射
線
に
よ
る
継
続
的
な
内
部
被
曝
が
高
線
量
放
射
線
の
短
時
間
被

曝
よ
り
も
深
刻
な
障
害
を
引
き
起
こ
す
可
能
性
に
つ
い
て
指
摘
す
る
科
学
文
献
」
と
し
て
、
ア
メ
リ
カ
で
出
版
さ
れ
た
二
冊

の
文
献

�
ド
ネ
ル
・
Ｗ
・
ボ
ー
ド
マ
ン
著
『
放
射
線
の
衝
撃
』－

低
線
量
放
射
線
の
人
間
へ
の
影
響－

（
被
曝
者
医
療

の
手
引
き
）
（
肥
田
舜
太
郎
翻
訳
）
と
、
�
ジ
ェ
イ
・
Ｍ
・
グ
ー
ル
ド
と
ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン
・
Ａ
・
ゴ
ル
ド
マ
ン
共
著
『
死
に

六



い
た
る
虚
構
』－

国
家
に
よ
る
低
線
量
放
射
線
の
隠
蔽－

（
肥
田
舜
太
郎
と
齋
藤
紀
翻
訳
）

を
引
用
し
て
い
る
。

（
�
）

二
冊
の
科
学
文
献
が
述
べ
て
い
る
ペ
ト
カ
ウ
理
論
は
、
提
唱
さ
れ
て
か
ら
す
で
に
三
十
年
以
上
経
過
し
て
い
る
。

政
府
は
、
放
射
線
影
響
研
究
所
、
放
射
線
医
学
総
合
研
究
所
、
広
島
大
学
、
長
崎
大
学
に
お
い
て
、
ペ
ト
カ
ウ
理

論
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
検
証
し
た
の
か
、
具
体
的
に
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

（
�
）

大
阪
高
裁
は
『
死
に
い
た
る
虚
構
』
か
ら
「
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
の
経
験
か
ら
言
え
ば
、
こ
の
過
程
は
最
も
感
受
性

の
あ
る
人
々
に
対
す
る
低
線
量
被
曝
の
影
響
を
一
〇
〇
〇
分
の
一
に
過
小
評
価
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
」

こ
と
を
引
用
し
て
い
る
。

政
府
は
、
こ
の
指
摘
に
対
し
て
ど
の
よ
う
に
評
価
す
る
の
か
、
具
体
的
に
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

（
�
）

大
阪
高
裁
が
引
用
し
た
『
放
射
線
の
衝
撃
』
に
お
い
て
、
放
射
線
起
因
性
が
認
め
ら
れ
る
疾
病
に
特
有
の
症
状
は

「
非
定
形
性
症
候
群
」
で
あ
り
、
こ
れ
こ
そ
が
国
際
疾
病
分
類
に
も
認
め
ら
れ
て
い
な
い
被
曝
後
遺
症
の
目
印
で
あ

る
、
と
し
て
い
る
。
「
非
定
形
性
症
候
群
」
の
有
無
に
よ
る
症
例
判
断
例
は
、
原
爆
症
認
定
制
度
に
お
け
る
放
射
線

起
因
性
の
判
断
に
と
っ
て
有
効
と
考
え
る
が
ど
う
か
、
政
府
の
考
え
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

右
質
問
す
る
。
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